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「未来の教室」実証事業

2018.8.2袋井市総合教育会議＠庁議室
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～Edtech（IT等を駆使した先端教育法）の普及に向けて～
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〇実証事業の概要

（１）ねらい
子供たち一人一人の資質・能力に適した学習を進めるため、タブレットを使った
新しいスタイルの授業（＝未来の学び方）を実践し、その効果を検証する。

（２）実施体制
実証事業受託者：凸版印刷株式会社
授業・学習システムの提供：凸版印刷㈱、学校図書㈱、㈱LoiLoほか
実施フィールドの提供：袋井市、袋井市教育委員会（袋井市立三川小学校）

（３）内 容
三川小学校５年生（２年目以降は５、６年生）約40人（２年目以降が約80人）に
一人一台タブレットパソコンを貸与し、新しいスタイルの授業を実践する。
ア 基礎・基本を効率的に学び、発展的な学習時間を生み出す学習プログラム
イ デジタル思考ツールを活用した思考を深める学習プログラム
ウ 学校と地元企業をつなぎ、本物に触れる教育プログラム

（４）実施期間
３カ年（平成30～32年度）
採択事業の契約は単年度毎、次年度以降は別途公募がある見込み


